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1 ．はじめに

人類社会の持続的存続には，環境問題を広い視野から考え，問題の解決に向けて行動できる
人材の育成が必要である。そのような人材育成には，人文・社会・自然科学の垣根を越えた学
際的で実践的な教育プログラムの構築が極めて重要となる。その中でも実践的な環境教育への
期待は大きく，2000年には国連における日本主導の「持続可能な開発のための教育の10年」が
スタートし1），日本では環境教育の推進を目的とした「環境保全活動・環境教育推進法」が
2003年に成立した2）。
東海大学では，環境分野における学際的な人材の育成とその成果を，地域社会に還元するこ

とを目的の一つとした環境憲章を1997年に発表している3）。また，教養学部では，広い視野を
持った人材を育成するため，学部共通科目を段階的に履修させ，実践系科目に結び付ける学部
共通領域を構築している。さらに，教養学部人間環境学科自然環境課程では，自然科学系と人
文・社会科学系カリキュラムを融合させた人間環境領域（総合環境科学系）を構築し，人間環
境に関わる様々な問題を，人文・社会・自然科学の枠にとらわれない広い視野から考え，問題
解決に向けて行動できる人材の育成を目的に，実践的な環境教育プログラムが用意されている
4, 5）。この特徴的な環境教育プログラムは，2011年度の日本学術会議環境学委員会環境思想・
環境教育委員会21期提言の中で引用されるに至っている6）。こうした背景のもと，我々は，
様々な体験型環境教育プログラムを実施してきた7-45）。また，この沖縄諸島共生社会プロジェ
クトは，その前の八重山諸島共生社会プロジェクトを含めて，2012年度から実施している46-50）。
今回は，教養学部共通実践科目である人間学 2「沖縄諸島共生社会プロジェクト」の2017年

度実施概要について報告する。

沖縄諸島共生社会プロジェクト：2017年度概要
──自然環境と人間活動が調和した共生社会創出に向けて──

〔SOHUMプロジェクト2017年度助成金報告〕

受理日2018年11月28日
＊ 1教養学部人間環境学科自然環境課程　＊ 2教養学部芸術学科　＊ 3沖縄地域研究センター
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2 ．実施目的

自然環境と人間活動の調和のとれた共生社会を創出していくためには，環境保全についてよ
く理解し，現状の人間環境に関する問題を人文・社会・自然科学の枠を越えた広い視野から考
えながら，実践的な保全活動を継続的に行っていくことが必要である。本プロジェクトでは，
沖縄本島と八重山諸島周辺の自然環境と人間生活が持続的に両立する社会「地域共生社会の構
築」を，体験をもとに学際的に考えていくことを目的とする。「貴重な生物の保護」や「歴史
と風土に育まれた文化」，「地域行政の現状」など，さまざまな視点から取り組む（表 1）。ま
た，今回は，本山径子氏（自然環境課程非常勤講師）にプログラムに参加してもらい，授業プ
ログラムに対する外部評価（表 2）を依頼したので，併せて報告する。

3．実施概要

本プロジェクトは，沖縄本島で歴史や文化を体験的に学んだ後，引き続き西表島で，八重山
諸島の歴史や自然を体験的に学ぶ内容となっている。
沖縄本島では，県立博物館で沖縄の歴史や文化に触れ，沖縄戦の様子を伝える施設（旧海軍

司令部壕，対馬丸記念館，平和記念公園資料館，ひめゆりの塔資料館）で戦争の悲惨さを理解
する見学が主となる。西表島では，環境省の野生生物保護センターで八重山の歴史や自然の全
体像を理解し，自然に触れる体験メニューで貴重な自然を実体験する。加えて，環境開発現場
の現状を実際に見ることで，自然環境と人間活動の調和について考える。具体的には，表 1に
示したスケジュールに従って，演習が進められた。
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表１ 2017 年度八重山諸島共生社会プロジェクト実習スケジュール 

９月７日（木） 
08:00   羽田空港集合 
08:40   出発→那覇空港（11:15） 
12:00   ユイレールで県庁前（ホテルサン沖縄に荷物を預ける） 
13:00   昼食を済ませてユイレール県庁前集合 県立博物館へ（タクシー使用） 
13:30   県立博物館見学（学習ノートを完成させる） 
18:00   博物館出発（ホテルへ） 
18:30   ホテルサン沖縄にチェックイン ※学習ノートチェック 

９月 ８日（金） 
08:00   ホテルロビーに集合：施設・史跡見学に出発（貸し切りバス） 
08:30   旧海軍司令部壕（09:00 出発） 
09:30   対馬丸記念館見学（10:00 出発） 
10:50   平和祈念公園＆資料館他（11:30 出発） 
11:50   ひめゆりの塔＆資料館（12:30 出発） 

表 1　2017年度八重山諸島共生社会プロジェクト実習スケジュール
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13:10   那覇空港 
14:40   出発→新石垣空港（15:40） 
16:00   タクシーに分乗してしらほ珊瑚村へ 
17:00   空港バス４系統→市内バスターミナル 
18:00   ホテル東横イン石垣島チェックイン 

※移動中は，ワークシートのまとめを行う。ワークシートチェック 
９月 ９日（土） 

07:20   ホテルロビー集合（石垣港離島ターミナルへ徒歩移動） 
08:00   出港→西表島大原港（08:40）※西表島内は，レンタカー移動 
10:00   野生生物保護センター見学 
11:10   月が浜リゾート開発現場見学 
11:20   昼食（キッチンイナバ） 
12:30   浦内川流域マングローブ＆上流域植生調査（山歩き） 
16:00   炭坑＆地域産業（ミンサー織）見学 
16:50   東海大学沖縄地域研究センター（打合せ後，白浜に移動） 
18:00   「金城旅館」宿泊 ※感想発表と意見交換「２日間を振り返って」 

９月 10 日（日） 
08:20   白浜港集合 
08:35   白浜→網取 網取自然体験（カヌー，トレッキング） 
17:00   網取→白浜 
17:30   「金城旅館」宿泊 ※感想発表と意見交換「西表の自然と島の生活」 

９月 11 日（月） 
08:20   白浜港集合 
08:35   白浜→網取 網取自然体験（スノーケリング） 
17:00   網取→白浜 
17:30   「金城旅館」宿泊 ※感想発表と意見交換「西表の自然と島の生活」 

９月 12 日（火） 
08:00   金城旅館出発 
09:00   東海大学沖縄地域研究センター（総括） 
09:40   安栄観光のバスで上原港へ 
10:30   上原港→石垣港離島ターミナル（11:20 着） 
11:30   石垣港離島ターミナルにて解散 

 
表２ 2017 年度沖縄共生社会＆環境保全西表（評価シート） 

＜総合評価シート＞ 
「沖縄共生社会」＆「環境保全演習」は，共生社会と環境保全の２大テーマの下に行われた。２大テーマで

はあるが，沖縄の歴史的な背景も関連し，共生社会と環境保全は互いに密接に深く関係しており，繋がりが

あることを，見学及び体験を通して理解できる学外実習であった。また，沖縄の歴史的事実から我々が未来

にどう生きていくかを問う学習でもあった。さらに，「沖縄共生社会」＆「環境保全演習」は，人材育成の

上では欠かせない，観察力，洞察力及び思考力を養うことができる内容であった（詳細は個別評価シートを

参照）。 
下記に総合評価として特に「良い点」と「改善案」を示し，個別評価シートに，各見学及び体験の「良い

表 2　2017年度沖縄共生社会＆環境保全西表（評価シート）
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点」と「改善案」を示す。 
【良い点】 

沖縄&西表は特有な自然及び共生を変遷・維持しており，「沖縄共生社会」及び「環境保全演習」を学ぶ

ためには最適の場所である。また，学習構成も非常に良く，「共生社会と環境保全」を効果的に学ぶことが

できる内容であった。初日に見学した「沖縄県立博物館」は，ある特定の時代・地域・分野に限定せずに，

自然，文化及び歴史を通史的に学ぶことができ，多様な自然とヒトが共生していくことの大切さ，人の営み

に与えた自然及び社会的影響，並びに人間の知恵を伝えている。すなわち，実習の初日に時間をかけて「沖

縄歴史博物館」を見学したことにより，沖縄特有の生物多様性，自然の変遷に伴う共生の変化，日本で唯一

行われた上陸戦を背景に社会生活の激変と，その後の発展など，「自然」と「共生社会」の概要を体験学習

の前に知識として整理し理解することができ，その事前学習が効果的に発揮し，その後の西表での体験学習

における洞察力や知識の吸収力を高めた。 
【課題】 

下記が主な課題である。詳細については各評価シートを参照のこと。 
 見学コースについては詰め込みの感があり，一部課題を消化しきれない，見学のポイントを学べない

学生が見受けられた。時間配分又は見学手法の見直しが必要であると思われる。 
 解説シートが量的に多いこと及び事前に学習を実施していないことを一因として，時間内に課題を完

了することができない学生が見受けられた。事前に学習を徹底させる必要があると思われる。 
 バックヤードツアーは学芸員により対話形式で行われたが，学生は傾聴していたものの，学生からは

質問がなく，ヒトから学ぶ機会を逸していた。社会生活ではヒトとのコミュニケーション能力は不可

欠であるため，ヒトと関わるプログラムを加えるとより良い実習になると思われる。 
 「星砂海岸見学」及び「月が浜リゾート開発現場視察」では，問題意識を持って見学したものの，「た

だ見た」だけの感も伺えた。特に，月が浜リゾート開発現場では，問題となっている「剥き出しになっ

た木の根っこ」以外にも，プラスチック製品のゴミの散乱もみられていた。現在，マイクロプラスチッ

クが環境問題としてあがっており，環境保全を実体験する上でも「ごみ拾い」など，地域密着・貢献

型の学習を加えると良いと思われる。 
 

＜個別評価シート＞ 
＜沖縄県立博物館＞ 

【良い点】 
 沖縄県立博物館では，歴史的事実から当時の人間の暮らしと現在の我々の暮らしを対比することがで

き，これを知ることによって，学生に次世代における人の生き方について考える機会を与えることが

できた。 
 「沖縄共生社会及び環境保全演習」では，事前に博物館に関する課題を与えているため事前準備ができ

ており，これによって，来館時においてより効率的に知識を習得することができた。 
 見学にあたっては問題形式の解説シートを使用しており，このツールを使用することによって効率よ

く，且つ体系的に学習することができた。 
 学芸員により，普段は立ち入ることのできない博物館内部の展示解説（バックヤードツアー）が行わ

れ，対話形式による説明によって学生に沖縄県の奥深い歴史・文化を学ぶ機会を与えた。 
【課 題】 
 沖縄県立博物館内では，ワークシートを使用し，問いに対して回答する形式で，館内の展示物を観察

し，沖縄の独特の自然，歴史及び文化について理解を深めていた。一部の学生では，ワークシートが

量的に多いこと及び事前学習を実施していないことを一因とし，時間内に課題を完了することができ

なかった。事前学習の徹底が不可欠であると思われる。 
 公開ワークシートを使用しているが，量的多さを一因として穴埋めに精一杯で，大量の情報を整理し，
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沖縄の歴史や文化を理解しきれないことが伺えた。質問形式のワークシートは学ぶためには良いツー

ルのひとつであるが，学生の「洞察力」「思考力」「判断力」「表現力」を育てるためには，公開さ

れているものでなく，ポイントを抑えた独自シート作成も有用だと思われた。 
バックヤードツアーは学芸員により対話形式で行われた。学芸員の熱心で興味ある説明に対して，学生は

傾聴しているものの質問はなく，ヒトから学ぶ機会を逸していた。質問することによって得られる，知識，

見識，情報及び考え方等は貴重であるが，学生はこの貴重な機会を生かしていなかった。質問することの大

切さの理解が不足しているように見受けられ，質問力を伸ばす教育が必要であると思われた。 
＜旧海軍司令部壕＞ 

【良い点】 
旧海軍司令部壕では，当時の様子が分かる展示となっており，学生は戦争の悲惨さの実態を知り，平和の

尊さを実感できた。 
【課 題】 

見学時間が限られており，実態をより理解するためには事前の予習が不可欠であるが，「平和ガイド」を

利用するなど，工夫を凝らすとより学生の理解度を深めることができると考えられた。 
＜対馬丸記念館＞ 

【良い点】 
「対馬丸記念館」は子供の視点から戦争を考える施設であり，学童疎開船が米軍の潜水艦に撃沈された概要

を，「生存者や遺族の証言」，「当時の学校教室や船内の復元」などにより，分かりやすい展示となってい

る。旧海軍司令部壕とは異なった視点で，「戦争の悲惨さと理不尽さ」及び「平和の尊さ」を実感すること

ができた。 
【課 題】 

特に課題は見受けられなかった。 
＜沖縄平和祈念公園資料館＞ 

【良い点】 
沖縄戦は日本において唯一一般住民を動員した地上戦であり，軍人よりも住民の犠牲者が上回っている。

「沖縄平和祈念公園資料館」では，沖縄戦の証言などを通して，一般住民の視点から戦争を考える施設であり，

歴史的教訓を伝える展示になっている。平和の礎，平和祈念堂，平和祈念資料館などを通じて平和の尊さを

体感することができた。 
【課 題】 

広大な面積の割には滞在時間が短く，多くの学生が主要ポイントを巡ることができなかった。平和教育の

上でも大切な施設であることから，研修全体のスケジュール及び見学時間の配分については検討が必要であ

る。 
＜ひめゆりの塔資料館＞ 

【良い点】 
「ひめゆりの塔・ひめゆり平和記念資料館」は，沖縄戦において看護要員として動員されたされた，ひめゆ

り学徒隊の戦争体験を伝えるための施設であり，当時の概要を沖縄戦で亡くなったひめゆり学徒 227 名の遺

影や遺品，生存者の証言映像や手記が展示により，分かりやすい展示となっている。特に，元ひめゆり学徒

生存者の証言によるビデオは心に訴えるものがあり，学徒隊の視点で「戦争と平和」を学習することができ

た。 
【課 題】 

特に課題は見当たらないが，展示ガイドツアーを利用すると，より理解を深めることができると思われる。 
＜しらほ珊瑚村ビジターセンター＞ 

【良い点】 
「WWF サンゴ礁保護研究センター」は，貴重な自然が残る白保の海において，珊瑚の現状と課題，及び保
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全への取り組みを行っており，その概要を「しらほサンゴ村」において説明している。主にパネル展示によ

る説明であり，簡潔に環境学習をすることができた。 
【課 題】 

環境学習はパネル展示によるものであった。パネル展示は要点がまとめられており，分かりやすい反面，

体感することが難しい。環境保全の必要性は，実体験として西表の研修にて知ることができるものの，珊瑚

の現状や保全運動に関して，可能であれば，「WWF サンゴ礁保護研究センター」とスタッフと対話できるよ

うなプログラムを加えることも一案として考えられる。 
＜西表野生生物保護センター＞ 

【良い点】 
「西表野生生物保護センター」は，イリオモテヤマネコなど西表特有な野生生物の展示を主とし，野生生物

の生態及び外来生物による脅威を学べる施設である。特にイリオモテヤマネコの目撃データが公開され，生

息環境の変化や交通事故による生息数の減少の実態を学ぶことができる。体験型学習の前に西表特有の生態

系の概要を学ぶことは，次に続く体験型学習を効果的なものにすると思われた。 
【課 題】 

特に課題は見受けられなかった。 
＜星砂海岸見学＞ 

【課 題】 
時間が限られていることもあり，星砂海岸は立ち寄っただけであった。学生は砂の星を探してはいるもの

の，現地では学習の意味を理解している様子が伺えなかった。星の砂は有孔虫の殻が海の底から浜に打ち上

げられることで「星の砂」となることが知られている。この 10 年ほどで星の砂が減少していると言われてお

り，この原因として自然環境の変化が問われている。ただ立ち寄るだけではなく星の砂を通して自然環境の

変化を考えるなど，より効果的な学習方法の検討が必要である。 
＜月が浜リゾート開発現場視察＞ 

【良い点】 
「月が浜リゾート開発現場」では浸食による海岸線の後退に因ると思われる「剥き出しになった木の根っこ」

を観察し，リゾート開発による自然破壊の実態を学ぶことができた。施設における展示とは異なり，実体験

として現状をみることは体験学習の基礎であり，学習効果が高いと思われる。 
【課 題】 

現地ではリゾート開発による自然破壊の現状を確認した。実態を知ることだけでは学習効果が発揮できな

いことが考えられるため，「何が問題であるのか，西表の自然はどう守るべきかなど」，人間活動がもたら

す自然環境の変化について学生間でのディスカッションをさせることも問題解決能力や発信力を養う一助に

なると思われる。 
＜西表島手仕事センター見学＞ 

【課 題】 
時間が限られていることもあり，「西表島手仕事センター」は見学というより，立ち寄っただけであった。

作業は行われていず，置かれている機械をみたのみであった。体験型学習を効果的に実施するためには，事

前に作業時間の確認など緻密な計画が必要であると思われた。また，事前予約を行えばミンサー織り体験が

できるため，これを利用することも学習効果を高めると思われる。 
＜炭鉱跡地＆宇多良川流域ウォーキング＞ 

【良い点】 
宇多良川流域では，主に近代化産業遺産のひとつである「宇多良川炭鉱跡地」の見学を行った。見学でき

る範囲は限られているが，森林の中に朽ちた建物の基礎や支柱，食器やビンなど炭鉱の名残，並びに説明の

プレートから，日本の近代化に果たした炭鉱の役割や歴史変動の中で過酷な労働を強いられた状況を学ぶこ

とができる。博物館の中の展示品とは異なり，現地での見学は栄華と衰退の実情を学ぶ上で貴重な見学場所
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であった。 
【課 題】 

特に課題は見受けられない。博物館とは異なり，完備された教育施設ではないため，今後も研修前の事前

学習は必要であると考える。 
＜カンピレーの滝＆浦内川流域ウォーキング＞ 

【良い点】 
浦内川流域では，「カンピレーの滝」を目指してトレッキングを行った。迎えの船の時間の関係もあり，

トレッキングの時間は限られているが，西表特有の大自然を体感でき，環境学習としては最適なコースであ

る。カンピレーの滝は「神の座」とも言われ，圧巻であった。 
【課 題】 

浦内川流域も特有の植物が生育していることから，環境学習としてウォーキングのみならず，生物多様性

を学べるような学習プログラム（植物観察など）があっても良いかと思われた。 
＜網取実習１日目：網取自然体験 カヌー＆トレッキング＞ 

【良い点】 
 カヤックは一人乗りではなく，二人乗りが基本であるため，互いのコミュニケーション及び協働が不

可欠である。カヤックを乗りこなすのは簡単ではなく，連携をとる大切さを学ぶことができる。観光

としてのカヤック体験とは異なり，東海大学沖縄地域研究センター及び海洋研究所の職員らの指導の

下，カヤックを乗る基礎知識を学び，安全を確保しながら自らの力でカヤックを乗りこなすことによっ

て，大自然の大きさとと，大自然を相手にする難しさを学ぶことができる。 
 トレッキングにおいても，東海大学沖縄地域研究センター及び海洋研究所の職員の指導の下，トレッ

キングの基礎知識を学び，安全性を確保しながら，西表の原生林を歩いた。観光ツアーとは異なり，

東海大学職員の説明により原生林に自生する植物を観察しながら，生物多様性を学ぶことができる。

机上では学べぬ西表特有の亜熱帯の原生林の大自然を心で感じ，自然の中で生きることの難しさと偉

大さを伝える体験であった。 
【課 題】 

特に課題は見受けられない。自然体験ならではの価値ある学習であり，今後も継続されることを望む。 
＜網取実習２日目：網取自然体験 スノーケリング＞ 

【良い点】 
 東海大学沖縄地域研究センター及び海洋研究所の職員の指導の下，スノーケリングの基礎知識を学び，

安全性を確保しながら，美しい網取りの海を観察した。スノーケリングに不慣れな学生もいたが，適

切な指導の下で脱落するものもなく，大自然の中での半日に及びスノーケリンを通して，一般的な観

光では学べない，自然の豊かさと，その中で生活することの大切さを知ることができる。 
 一般的な観光案内では，「沖縄一美しい珊瑚礁」とされているが，温暖化による珊瑚の白化が進んで

おり（一部回復したものの），その実態を学ぶことができる。また，ウミガメが多く生息しているこ

とを目の当たりにし，ウミガメの生息数と比例してウミガメの摂餌による藻場の減少の実態も知るこ

とができる。藻場は多くの生物の餌場や産卵場として利用されており，藻場減少実態を知ることによ

り，自然保護と自然環境のバランスの難しさを学べる学習であった。 
 ２日間の網取実習を通して，海，川，山が繋がっていることを改めて知り，自然に対して畏敬を感じ

ると共に，自然と協働して生きることの大切さを学ぶことができる。 
【課 題】 

特に課題は見受けられない。自然体験ならではの価値ある学習であり，今後も継続されることを望む。 
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4 ．結果と今後の展開

学生は，配布された県立博物館学習ノートやワークシートに従い，見学や体験先での内容を
まとめ，テーマを見失うことなく，実習を行った。実習先でも，宿泊施設に戻ってから，感想
を含めた意見交換による振り返り作業を繰り返した。実習から戻った後は，各自がまとめるテ
ーマの担当を決め，ポスターを作成し，S－プラザで展示発表を行った（2017年12月13日～12
月25日）。学生が実習の成果をまとめたポスターは，次ページ以降に掲載する。
今後の課題は，高額な費用負担の軽減，台風シーズンであることから，天候によるスケジュ

ール変更への柔軟な対応策，より効果的な見学＆体験内容の検討である。また，表 2の評価シ
ートに示した外部評価結果についても，充分検討し，演習内容の改善に取り組む予定である。

成果の公表

成果をまとめたポスター展示会「人間学 2：沖縄諸島共生社会プロジェクト自然環境と人間
生活の持続的両立を考える！」と「環境保全演習Ａ：西表島の貴重な自然と環境保全を考え
る！」を以下の通り実施した。

展示期間：2017年12月13日（水）～12月25日（月）
展示時間：９時00分～17時00分
展示場所：東海大学湘南キャンパス（10号館 S-PLAZA）

謝辞

この教育研究の一部は，2017年度の教育研究補助金により実施された。関係各位並びに参加
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